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昨年度の部会において、入院・入所体制の課題の一つである
「組織」について、「コロナ期の課題を踏まえた上で、一元的に実
施すべき」という意見が大半であったことを受けて、事務局で作成
した二案を基に意見交換し、以下について合意した。

➢ コロナ期の課題を踏まえた上で、保健所の業務負荷軽減を
図るため、県内の入院・入所調整業務を一元的に調整する
組織を設置 【継続審議】

(委員等意見)

• 案②を改善すれば良い。入院が必要な患者に係る情報は、すべ
て県センター(仮)から得られるし、外部人材を登用する場合にも、
人材を集めやすい。

• 案②の方が、消防からも動員して協働できると思う。救急搬送が
困難になる事態を避けるためには、保健所を間に挟まない方がス
ムーズ。

• 一元化の入口を詰めるべきであり、保健所機能の県センター(仮)
への集約化は別に議論すべき。

• 入院・入所調整のための組織づくりについての議論であり、本質
的な部分は両案とも同じと考える。場所を集約するとしても、保
健所の本来業務をすべて集約する必要はない。

• ２案ともメリットとデメリットがある。フェーズの切り替えや閑散期の
体制はどうするのか等、もう少し具体的な流れを想定して、詳細
に検討すべき。
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[議題] 入院・入所調整に係る対応方針について
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